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分析方法

日本の大学100個をそれぞれの

偏差値、キャンパスがある都道府県、創設年、在校生数、学部数

を用いて非階層クラスター分析を行い、新たな大学群を作成して
考察する

※「最も新しく建設されたキャンパスの築年月」を「創設年」に変更しました



分析方法

・キャンパスが複数ある大学に関しては、学部数が最も多いキャンパス

を採用した

・非階層クラスター分析を用いるために

都道府県それぞれに

1から47までの整数を割り当てた

右図は都道府県と整数の対応表



結果



結果

この二つについてみていく



＄1

注目した理由

クラスタ内平方和の値が一番小さい

専門としている学問を分類基準としていないが、医学系の大学が集まっている

医学系の大学は学部数が少ない傾向にあり、それが影響している

なぜ、他の医学系の大学や学部数が少ない大学が含まれないのか

このクラスターは在校生数が1100~1300ほどにまとまっている



＄17

注目した理由
明治大学が含まれているから

・比較的偏差値が高い大学が集まっている

・学部数が中程度

・在校生数が10000弱



まとめ

・非階層クラスター分析を用いることにより、人間が気づけないような分類

の仕方で大学群を作成することができる

・クラスタ内平方和の値が全体的に大きいので、他の分類基準を追加したほう

がより精度の高い大学群を作成することができると考えられる


	Slide 1: 非階層クラスター分析による新たな大学群の作成と考察
	Slide 2: 分析方法
	Slide 3: 分析方法
	Slide 4: 結果
	Slide 5: 結果
	Slide 6: ＄1
	Slide 7: ＄17
	Slide 8: まとめ

